
知覚と意識の階梯 「霊魂と繋がる私」即ち鏡である私達の意識状態の段階（セルフエピグノーシスの段階）

(次元・波動）

「霊魂と繋がる私」の意識進化の段階（四つの私）

本能的自己意識段階
（本能の私）【物質界】

動物的・本能的思考や行動
（肉体脳・エーテル複体）

⇓

潜在意識的自己意識段階
（記憶の私）【冥界・幽界】

受動思考・受動行為・記憶の
反応（日常の覚醒時及び夢見
時の意識・マノマヤコーシャ）

⇓

意識的自己意識段階【霊界】
（サイコノエティック体の私）

能動思考・能動行為・ヴィジ
ュアナマーヤコーシャ（夢の
中で夢に気づいている意識）

⇓
超感覚的観照者意識段階
（コーザル体の私・観照者の私）
【神界】

超感覚・非行為・アーナンダ
マーヤコーシャ（熟睡中に熟
睡している私を観ている意識）

⇓

超意識的汎意識段階
（霊魂の私ソウルセルフエピグ
ノーシス）【非分離実相界】

彼岸・実相世界の目・霊魂
（不二一元賢者達の教え）

「霊魂と繋がる私」が私の本体である自他の分離が無い霊魂に繋がり、肉体、霊的身体、と霊魂が統合し、本体の私即ち
霊魂の私（インパーソナルの私）が知覚し思考し行為している。
この霊魂の超意識で見たとき「見るものは見られるものである」、「主体は客体」である。
となって「私はあなた」「立ち向かう人の心は鏡なり己の姿を映してや見ん」等の超知覚となる。賢者達の目であり知覚であ
る。

※通常私達「霊魂と繋がる私」は、脳と結合し一体化しているので、脳と潜在意識の記憶の反応しか知覚していません。そして私達の思考は脳の限
   定された知覚を基底としているため、この限定された思考や知覚以外を知ることは出来ないのです。
   私達「霊魂と繋がる私」は源泉から起こっている肉体や思考や行為や出来事、そして、それに対しての反応である自我（記憶からの反応）も根源・
   源泉から起こっているのにその自我（神の演技）である「自分が思考し、自分が行為していると錯覚している自我」、「カルマを持つ自我」を自分自身
　だと錯覚してしまっています。そしてその結果、カルマを背負った自我と共に生きています。そして私達「霊魂と繋がる私」はその根源から起こってい
　る行為や思考や感情、そしてそれらに反応している記憶（自我・神の演技）と完全に一体化してしまい、 自分は自我であり、自分が思考して、自分が
　行為していると錯覚しています。思考し行為しているのは源泉であり、それを「自分が行為している」と 錯覚しているのは「神の演技であり・カルマに
　よってプログラムされた自我」であって魂からの私ではありません。この自分が思考し、行為していると思っている自我のことを「私だと錯覚している
　私」とは「霊魂と繋がる私」なのです。その「神の演技である自我」と同一化した「霊魂と繋がる私」は「自分が思考し行為しているのだ」との自我が
　持つ錯覚のゆえにカルマに縛られ自他の分離の知覚以外を知ることが出来なくなっています。これ以上の高次の知覚、それは超感覚や超意識の事
　ですが、その高次知覚は私達のサイコノエティック体が再形成されていない限りはその高次の知覚は認識出来ません。覚醒していない私達の文化
　や科学は三つの脳及び潜在意識の記憶（受動思考）に限定されてしまっています。私達のサイコノエティック体が再形成されチャクラが活性化して
　いない限りは私達は「自分が思考し行為しているとの自我」との同一視から逃れることは出来ません。

「霊魂と繋がる私」は完全に動物脳に一体化している本能的状態。神の宮である肉体と一体化してしまっている盲目状態

「霊魂と繋がる私」は脳及び脳が受信した記憶と一体化している状態。神の演技である自我の私と一体化している段階。
私達人類の社会、文化、システムはこの記憶の私によって成立している。カルマ・ＤＮＡによってプログラムされ起こっている
出来事や行為、思考を私が思考し行為してと錯覚しているのが記憶であり、「霊魂と繋がる私」はその記憶の反応の思考を自
分自身だと固く信じ込んでいる。この記憶の私・自我は神が演じているロボットの私であり「霊魂と繋がる私」ではない。

「霊魂と繋がる私」のサイコノエティック体は余り形成されていないが若干動き出している段階。
「霊魂と繋がる私」の意識は、従来の記憶からの受動思考や受動行為と混合している段階。
起こっている事は根源が起こし、それに対しての行為や思考は記憶がしているのに自分が思考し行為してると錯覚している。
この段階では正しい思考、正しい行為、五正行が推奨される。意識を徐々に使用できる段階。意識を照射できる段階。

「霊魂と繋がる私」のサイコノエティック体が再形成され「霊魂と繋がる私」は本体である源泉の意志によって思考や行為が
使用できる段階。三体が整合しつつある状態。従って「私はなにも行為しておらず、内なる神がそれを為すなり」となる。
原子・素粒子の意識。霊魂である観照者の非分離意識。テレパシー・テレポテーション・体脱・分身などが出来る段階。


